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Abstract
William　Blake　and　English　Society　in　a　Transitional
　　　Age　between　the　18th．　and　the　19th．　Centuries
Ken－ichi　HAYA
　　　William　Blake　wrote　a　series　of　short　epics　in　a　period　not　much　far　from　the　outbreak　of　the
French　Revolution．　They　were　written　peculiarly　in　his　owen　way　as　a　kind　of　mythical　and　visionary
poetry．　Blake　spent　the　young　days　in　the　era　of　immense　excitement　which　prevailed　through　the
Western　countries　at　the　time．　He　saw　many　important　events　happen　in　succession－the　Industrial
Revolution，　the　Agricultural　Revolution（Enclosure　in　Englund），the　American　Revolution，　King　Ge－
orge　III’s　ambition　to　sestore　the　Divine　Right　and　the　despotic　rule　of　England　both　in　political　and
religious　spheres．
　　　　Surveyillg　Blake’s　writings　we　are　impressed　by　the　fact　that　he　concentrated　his　concerns　on　the
situation　of　England．　A　big　gulf　was　widening　between　the　highly　previleged　classes　and　the　extreme－
1y　poor　people，　and　the　former　imposed　increasingly　colltrol　and　oppression　upon　the　latter．　The　in－
tellectuals　and　the　libera1－minded　thinkers　were　not　always　sympathetic　enough　to　give　aids　to　the　op－
pressed　people．　Some　of　them　even　hated　those　poor　people　for　fear　of　the　subversive　energies　lurking
in　them．　Similarly　these　enlightening　thinkers　and　statesmen　could　not　take　a　decisive　attitude　toward
the　emancipation　of　black　slaves，　women，　and　children．
　　　　In　Blakean　myth，　Urizen　represents　an　evil　spirit．　He　is　Blake’suniversal　tyrant　behaving　as　if　he
owned　the　whole　world，　thogh　he　is　really　a　mere　fallen　god．　Albion’s　Angel（or　called　the　Guardian
Prince　of　Albion）is　perhaps　Unizen’s　prot696，　while　he　has　historical　ties　with　the　King　of　England，
George　III．　Albion’s　Angel　resembles　his　patron，　the　tyrannical　false　god　and　tries　to　ba田e　the　poor
people’s　political　awakening．　As　a　drawing　called　Plate　8　which　Blake　illustrated』』・for／lmeri°ca　sug－
gests，　Urizen　has　thrusted　Orc，　a且ery　spirit　of　revolution，　into　a　tomb．　Orc　never　yields．　He　comes
back　glowing　to　encourage　the　revolutionary　movement　on　the　earth
　　　　After　defeat　and　withdrawal　from　America，　King　managed　to　restore　his　power　founded　upon　the
old　r6gime．　Furthermore　the　tendency　of　the　French　Revolution　grew　worse　and　worse　for　those画ho
drearned　the　realization　of　the　new　future　for　English　society　and　this　getting　worse　of　the　situation
resulted　in　the　strengthening　of　oppression　by　the　government．　The　waves　of　disllusionment　were
sweeping　the　poet．　Blake，　however，　was　never　beaten　by　the　course　of　history　but　held　his　ground　con－
sistently．
　　　　Revolution　is　not　merely　the　taking「over　of　political　power．・It　should　be　the　denial　of　the　restrain－
ing　power　itself．　Blake　believed　in　the　revolutionary　spirit　in　this　sense．　He　believed　that　it　is　sure　to　re－
vive　and　burst　forth　again　and　again　out　of　the　socially　enslaved　people．
2
199
《重点個人研究》
ウィリアム・ブレイクと18－19世紀イギリス社会
羽　矢　謙　一
『アジア』
1
　『アジア』は1795年に刷られたブレイクの『ロスの歌』の第2セクショソであり，第1セクション
の『アフリカ』とペアになっている。
　『アジア』のセクションでうたわれていることは，じつはジョージ3世時代のイギリスの現実その
ものなのだ。ジョージ3世は1760年に即位し，1820年まで生きて王位にあったが，1811年から発狂
し，そのため彼の長男で，のちのジョージ4世となる王子が同年から父王の死の年まで摂政をつと
めた。ジョージ3世の最晩年には3シェリーが，1819年8月16日にマンチェスターのセントピータ
ーズ広場でおこった「ピータールー虐殺」事件に怒って，「1819年のイングラソド」という詩を書き，
この王のことを「死にかけた王」と罵倒することになるが，ジョージ3世は1795年の時点でのブレ
イクにとっても，明らかに非難すべき王であった。
　アジアからみて西のほう，ヨーロッパの空から聞こえてくるアルビオンの天使のわめき声を聞い
て，アジアの諸王は「クモの巣」のように，陰謀や政略の網のからみついた巣窟のなかから飛びだし
て叫ぶ。それは人びとと時代を蒙昧な状態に押しとどめておこうとする権力政治の闇の巣窟だ。王た
ちの叫びは，彼らの魂のなかにある苦にがしさをみずから噛みしめるような叫びなのだ。彼らアジァ
の王たちにとって，いまイギリスの権力者たちがどういうことをしようとしているかが，手！Cとるよ
うにわかるのである。いま，そのイギリスにはオークの火が燃えさかっている。全身燃えさかる炎に
包まれたオークはまさに革命の霊というべき存在である。その火は，16年前にはアメリカの上に，6
年前にはフラソスの上に燃えたのだった。アルビオン，つまりイギリスの，その支配者たちの腐敗と
その社会の悲惨な現状が，アジアの王の叫びに託して，きわめてリアルに語られているのである。
飽食の繁栄に日を送り
甘い歌声に夜を過ごしながら
国王は飢饒を荒地から
坊主どもは疫病を沼地から呼び寄せるにきまっている
山や野に住む人びとは
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自由を奪われ　不安におびえ　やせ細るほかはない
　こんにちでは17世紀後半から行われていたといわれるが，18世紀後半から，イングランドの東部，
イーストアングリアの軽い土質の地域ではノーフォーク農法というものがかなり普及していた。栽培
改革と，フランドルから輸入されたカブの導入によって，良好な耕土がつくりあげられた。ことにカ
ブはつねに手による除草を必要としたので，よい耕土が育ったのである。またカブは冬のあいだ家畜
のための十分な飼料となった。このためイングランドの東部では穀物の生産量が驚異的に増加したの
であった。しかし，イソグランドの中部や西部ではこのような東部の情況に対抗することができず，
耕作は衰え，牧畜への転向がめだった。
　いっぽう，イギリスの農業を語るばあい，みのがすことができないのは，囲いこみといわれる動き
であった。すでに16世紀の前半に第1次囲いこみといわれるものがあって，それは耕地の牧地化と
いうことであり，イギリスの重商主義の影が大きくさしてきたことを意味するものだった。そのため
に，薪をとったり，家畜を放し飼いしたりすることができた共有地がなくなり，貧農は生活の基盤を
失うことになった。
　18世紀にはその後半，1764年から80年までと，1793年から1815年までのあいだに2回にわたっ
て，いわゆる農業革命といわれるものがおこり，食糧増産のために，国家権力の支持をうけて，集中
的な囲いこみ，つまり「議会囲いこみ」といわれるものが押し進められた。各人の保有地が複雑に入
り混じっていて，そのために共同の農作業がどうしても必要だった開放耕地をあらため，垣根などで
囲って境界を明確化することになった。したがって開放耕地はごくまれなものとなってしまい，また，
16世紀の囲いこみとちがってこの時代の囲いこみは多くの統制された労働者を必要とした。ここか
ら農民の階級化があらわれ，企業家化した農民と貧農とに分かれた。いわゆる3分割制というもの
がこれであって，大地主と農業経営老（借地農）と農業労働者の区分ができあがった。土地に対する
権利をいっさい失った農民は文字どおり賃金労働者となった。この人たちのなかから村を棄て，都市
に流入して都市での賃金労働者になる人も出たはずである。村が荒廃する一因となったと考えられ
る。
　またいっぽう，17世紀半ば，つまりピューリタン革命期から王政復古期にかけて，穀物輸出奨励
金制度が成立し，地主と商人が直接の受益者となったが，逆に貧しい人たちは高騰した穀物の値段に
苦しまねばならなかった。彼らは飢餓にそなえて，小麦の積みだしを妨害した。都市部でも，人びと
は製粉業老やブローカーが小麦粉にまざりものを入れたり，売りをひかえて値をつりあげたりするこ
とを非難した。
　この時代のイギリス社会を動かしたものは，じつにジェントリーと総称された土地もちの貴族（地
主貴族）と商人であり，彼らのなかから大貴族や大地主がでてきたのだった。いっぽう，権力者は，
王権と英国国教会の宗教権を一手に握っていた国王と，国教会の僧侶たちににぎられていた。教会組
織の末端にいた教区牧師は，囲いこみのなかでも地主に伍して大きな土地の所有が認められたのであ
った。またジョージ3世は，王を最高権威とする16世紀の専制政治の復活という野望をもっていた。
そして，1795年は飢謹の年であった。だが飢饅は権力者や経済上の実力者たちが人為的に呼び寄せ
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るものであるという思いが，明らかにブレイクのなかにあったのである。
臨時摂政は勤勉な人びとに
貧困という止めぐつわをかませるにきまっている
おかげで労働の価値は固定させられ
寓話的な富が捏造される
　支配階級は法律によって労働賃金を押さえ，決して貧しい人たちが豊かになることのないように
し，いっぽうで，自分たちは信用貸しとか公債とか利子というようなもので取り引きをし，大きな金
を儲けるが，貧しい人たちはそういうものによって恩恵をうけることはない。どんなに働いても現金
の収入はふえず，彼らはただ，天国に富を積むことを教えこまれるだけだ。こうして，富める者はま
すます富んでゆくが，貧しい人たちの貧困はいつまでもつづくのである。
国家機密に関係する知恵袋たちは
栄華と自堕落の夜を送りながら
都市に火災を
煙のくすぶる廃虚の山を呼び寄せる
　ブレイクは，この時代，国家権力につながる者がはっきりと犯罪といえる行為にまで手を染めてい
ることをあばいている。1790年代の初期には都市での放火が多かったが，国王と教会が放火犯を裏
で唆かして，彼らからみると「過激派」でしかない思想家や活動家を攻撃させたのだった。酸素の発
見者として有名な化学者であったばかりでなく，反体制的な，非国教会派のなかでも最も急進的なピ
ューリタンである長老教会派の牧師であり，政治問題にも積極的に発言し，急進主義の幅広い文化人
として，アメリカ独立革命とフランス革命の支持者であったジョーゼフ・プリーストリーの，バーミ
ンガムから1．6キロほどはなれた郊外，フェアヒルの家が1791年7月14日，フランス革命勃発記念日
に焼き打ちされたのであった。プリーストリーは，rロスの歌』の出版の前年，1794年に，身の危険
を感じてアメリカに渡り，そこで歓迎されたが，ペンシルバニアのノーザンバラソドで死んだ。
　ブレイクがみたのは結局，この時代のイギリス社会に生きた下層の人びとに現われた死の様相だっ
た。せっかくこの世に生をうけた人も早死にし，いや母胎に受胎した直後に流されてしまい，人びと
の目は死人のように虚ろであり，幼児からもおとなのなかからも鋭敏な知覚が失われてしまってい
る。彼らはすべて，まるで生ける屍であり，彼らの現実の生も，飢餓と疫病の餌食となって墓に直結
していくほかはないのだ。
こうして人はその人生航路から追いたてられ子どもは子宮から阻まれ
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パンは都市から断ちきられると
心の誇りは挫け
目の活力は　かき消され
鋭敏な耳はすでにその幼児期に
鈍化させられ　鼻孔は塞がれてしまうだろう
こうして死すべきあわれな人間たちは
墓の門からつづいている道を教わるだろう
　だが墓の門からその先につづいている道はどこにつながっているのだろう。この世で勤勉に働いた
者は天国ゆきを約束されている。だが道はほんとうに天国につづいているのだろうか？　あわれな死
者たちの落ちつく先は，地獄か，せめてプリガトリーと呼ばれる煉獄かなのであろうか。いや，もっ
とリアルに，死者たちは暗い場所で骨や塵に化してゆくだけのことなのではないか。貧しい人たちは
死んでからもなお，いつまでも救われないのだ。
2
　ここにきて，作品の展開は，ジョージ3世時代のイギリス社会の現実が，とつぜん神話的幻想の
世界のなかに包みこまれることを示す。世界を動かす存在ではあるが，非生命と掟と合理主義の権化
であるユアリズン（Urizen，‘your　reason’）が，いまオークの赤い炎が燃えさかる上の空に，恐ろし
い翼を羽ばたいて姿を現わす。彼は，だれも逃がれることを許さない，網のように広げた「絶望の雲」
をヨーロッパじゅうの天空のなかにひきずりながら，東方のユダヤの地の上空に向かって飛んでゆ
く。彼が「鈍重にからだを揺らし吼え　泣きながら」飛んでゆくにつれて，彼のもつ真鍮（圧制の
象徴）と鉄（あらゆる形の残酷さの象徴）と金（疲弊した知性の象徴）の本が融けて地に落ちる。
　ユアリズンはユダヤの地をみおろして立ち，この古き地にとどまり，エルサレムの町を被うように
その翼を広げる。その翼の下に，人間の祖として人類の栄光を担ってこの世に創造されたはずのアダ
ムと，神の加護によってアララトの山に大洪水を逃がれ，新たな世界の住人として生きたはずのノア
が，骸骨と化して白じらと横たわっているのがみえる。彼らはふたりとも，ヨーロッパとイギリスを
担ってゆくべき人類の原点であった。そのふたりがいまむなしく死滅しているのだ。絶望的情況とい
うほかはない。だがこの情況の上にオークの火が近づいてくる日はそう遠くあるまい。
　エルサレムの町をみおろす天空の，網のように被いかぶさった真っ黒い雲のなかから，ユアリズン
の雷鳴のような声が聞こえる。それは下界の人類の絶望的情況をみたユアリズンの，彼なりの怒りの
声なのだろうか，それとも，西のほうに燃えるオークの火をみての怒りの声なのだろうか。
　このユアリズンに対抗し，彼を脅やかすかのように，アルプスの山をみおろす空のなかで，オーク
が荒れ狂いながら燃える。それはあのモーセーの一行をみちびいた火の柱のようでもあり，あるいは
また，「火と燃える蛇」のようにもみえる。天空に燃え，身をくねらせながら，地上を照らす大きな
6
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蛇の姿だ。この炎の蛇は，民数紀第21章6－8節に語られる，モーセの火の蛇を連想させる。エジプト
をでてモーセに率いられたイスラエルの民が，荒野の旅の困難に絶えかねて，神とモーセに対して不
平をいう。すると主は数匹の火の蛇をイスラエルの民のなかに送りこませたので，多くの人がかまれ
て死ぬ。イスラエルの民はモーセのもとにいって，自分たちの罪を悔いる。モーセが民のために祈る
と，主はモーセに1個の火の蛇を作って，それを樟の先にかけて，人びとにそれを仰ぎみさせよと
いう。以後蛇にかまれた者はだれでも火の蛇を仰ぎみると，彼らは癒やされたという。たぶん青銅製
の蛇は，沙漠の強烈な日の光を浴びて，赤く輝き，火の蛇ともみえたのではないか。
　オークの姿は，その猛々しさのなかに，みちびきとか救済というような，肯定的な意味をこめてい
る。
　いま火の蛇のように燃え狂うオークの姿をみて，アジアの地に住む圧政者たちは恐怖に襲われる。
暗い顔した大地が
縮みあがった！
　しかし，いっぽう，墓から死者たちが甦える。彼らもまたオークの火を仰ぎみて，オークの力によ
って，新しい生命と自由をえるのだ。死者たちの骨灰は寄り集まってふたたび骨となり，骨と骨が寄
り合わさり，その寄り合わさった骨に肉がつく。これはエゼキエル書第37章に描かれている情景を
思わせる。
　エゼキエルは祭司ブシの子で，彼自身祭司でもあった予言者である。エゼキエル書はこのエゼキエ
ルが虜囚の人びととともにいるとき，天が開けて神の幻をみるということに始まる黙示録的予言の書
である。エゼキエルのみる幻想のなかで，神が祭司としてのエゼキエルのもとに現われて，神のこと
ばを彼に予言させるのである。第37章では，エゼキエルは主なる神の霊に満たされ，神の命じるま
まにイスラエルの人びとの骨に満ちている谷にゆき，彼らが生き返り，やがてはイスラエルの地に入
り，神の霊を自分たちのなかに宿し，神の民となって生きることを予言する。
死者たちの塵から，がらがらと音立てながら　骨が骨と
結びつく　震え　けいれんし　ぶるっと身をふるわせると土くれが息をしはじめ
肉体となったものたちがすべて裸のまま立つ　父も友も
母も幼児も　国王も戦士もみな
　いま甦える死者たちのあいだには階級差はない。みんなが平等であり，愛によって結ばれる人びと
である（エゼキエル書にいう，生き返った人びとのなかに神を宿すというのは，まさにそのことを意
味するのではないか）。現実に進行中であったフランス革命の雲ゆきがあやしくなっていたことはブ
レイクも十分に承知していたと思う。当時のイギリスについても，現実はそう甘くないことはブレイ
クには身にしみてわかっていたと思う。自分のまわりで，イギリスの社会が急速に反動化してゆきつ
つあることにブレイクは焦らだちを深めていたのではないかと思う。でも，それでも，ブレイクは革
7
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命の精神というものの存在を信じていたのだと思う。その革命の精神がいま，アメリカからフランス
へ，そしてイギリスからさらに東方へと広がってゆこうとしている歴史の動きをブレイクは予感して
いたにちがいない。
　墓から死者たちが甦えるばかりでなく，墓そのものも甦える。墓は，荒れはて，干澗らびてしまっ
たこの地上の世界を表わすものであるにちがいない。世界がオークとの交合に狂喜し，生命をとりも
どすのだ。田園のイメージとろこつな性のイメージが入り乱れる。
墓場はよろこびの悲鳴をあげ　その空うな
子宮をゆすり　固い茎をつかむ
その胸は欲情でふくれあがり
乳と血と腺を流れるぶどう酒が
いくつもの川となって勢いよく流れ　叫び踊る
山でも谷でも平野でも
　墓と化していた田園がいま性のよろこびに酔う女となって，ふたたび豊饒の約束を自分のものと感
じる。彼女が夢中になって握りしめる茎は，男性の陰茎ともとれる。彼女のからだのなかで，乳と血
と，そして「腺を流れるぶどう酒」，たぶん男性の精液（あるいは彼女自身のリンパ液かもしれない）
が勢いよく流れだす。
『アルビオンの娘たちの幻想』
1
　アルビオンの娘たちとはイングランドの女性たちを神話化したものである。彼女たちは太平洋をへ
だてて，向こうから聞こえてくる一人の女性の嘆きの声を聞きながら，彼女の身の上になにか不幸な
できごとがおこったことを察知して悲しむ。この詩の題名は，その不幸なできごとをめぐってアルビ
オンの娘たちが心のなかにまざまざと思いうかべたであろう情景ということを示唆している。
　アルビオンの娘たちは男性優位社会のもとでの女性として，男の奴隷の地位におかれている。ま
た，産業資本主義のもとで，幼い子どもたちとともに，紡績工場などでひどい労働条件に縛られて働
かされていて，その意味でもまた一一Ptの奴隷としての地位に甘んじなければならなかった。だから，
彼女たちは女性の新生への期待を担っているはずの，アメリカ革命前夜のアメリカの女性の，思いが
けない嘆きの声を聞いて，アメリカのほうに目をやるのだ。アメリカもこの詩が書かれた当時，独立
を成しとげたのちでもまだ黒人奴隷の国であって，アメリカの奴隷問題はイギリスのそれとおなじ
く，深刻な問題として論議されていたのであった。1776年に独立を勝ちとったとはいえ，黒人奴隷
の存在を許容しているアメリカの体質が，アメリカ女性の地位にもとうぜん影響をおよぼしていたの
だ。彼女たちもまだ解放されてはいなかったのだ。
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　奴隷にされてアルビオンの娘たちが泣く　うちふるえる嘆きの声が
　彼女らの山やまや彼女らの各間から　アメリカに向かってためいきのようにひびく
　アルビオンの娘たちの嘆きの訴えが山やまや谷間から聞こえてくるということは，自由であるべき
彼女たちが目にみえない鎖に縛られた存在であることを示している。地方の田園のなかで，工場で働
かされている女性たちの姿が浮かぶ。そこには決して労働の喜びなどというものは存在しないのだ。
　ウースーンはアメリカの霊であり，そのことはまた彼女が自由の霊でもあることを意味する。彼女
はまだイギリスの支配下にあった時代のアメリカの，自由を求める精神の権化である。
　『アルビオンの娘たちをめぐる幻想』（1793年10月10日印刷）の筋はかんたんである。しかしこの
作品が内包しているものは，かなり先鋭な問題である。
　ウースーンは性の象徴であるルーサの支配する谷のキンセン花を摘み，胸のあいだにそれを挿し，
セオトーモンに会いにでかける。セオトーモンはウースーンの婚約者である。ところがウースーンが
彼のもとにゆく途中，セオトーモンの領土である大西洋の海辺で，プロミオソに襲われ，強姦されて
しまう。このおぞましい凌辱の場面は決して写実的ではなくて象徴的に語られるだけだが，この物語
のすべての出発点はここにある。
　すぐ次にでてくる場面は，セオトーモンの住みかである海辺の洞窟の前で，ウースーソとプロミオ
ンが背なか合わせに縛られていて，そのかたわらでセオトーモンがあたまをかかえて懊悩している情
景を語っている。この場面は，この作品の口絵としてブレイクが彫った色刷りの版画にそっくりその
まま描かれている。その絵は幻想的な絵であるにもかかわらず，官能的で衝撃的であり，独特の迫力
をもっている。
　詩のほうは，まるで不条理演劇を思わせて，アクションがなく，3人の人物がそれぞれ，独白のよ
うに自分の思いを語るというかたちをとっている。詩のなかでプロミオンは2回，セオトーモンは
1回だけしか喋らず，もっぱらウースーンの独壇場である。ウースーンの発言も回数としては2回だ
けなのだが，量的に長い。ウースーンがこの詩のなかでいちばん中心的な人物であることを示してい
る。
　ウースーソを犯した直後のプロミオンの独白には，男性の勝手な理屈が並べられている。
みよこのプロミオンの床にいるのは娼婦だ
嫉ましげなイルカどもよ　この美しい女のまわりに戯れるがいい
おまえの柔いアメリカの平原はおれのもので　おまえの北も南もおれのものだ
太陽に灼かれ黒い肌になった子どもたちにはみなおれの印形が押されている
やつらは従順で逆らわない　答打ちにも服従する
やつらの娘たちも恐怖を敬い　暴力的な人間に服従するのだ
両極に相対立して位置する二人の人物，プロミオンとウースーンは，3つの寓話的レベルで存在す
る。第1のレベルではウースーソはアメリカの自由な霊であり，対するプロミオンはそのアメリカ
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を力つくで犯し，自分の所有物としたイギリス帝国主義である。この二人のあいだから，奴隷と奴隷
貿易が生まれた。第2のレベルではウースーンは奴隷の黒人女性であり，プロミオンは奴隷商人で
ある。奴隷商人によって孕まされた黒人奴隷の女から生まれた子どもたちもまた，奴隷として売られ
たのである。身ごもった奴隷の女は高く売られたという。第3のレベルではウースーソは鏡に写っ
たアルビオンの娘たちの姿である。彼女は社会のなかで奴隷的地位を強いられた白人の女性であり，
プロミオンは暴力的白人の男性である。彼らの愛情のない結びつきから生みだされた子どもたちは，
工場に出されたり，煙突掃除夫として働かされたりしたのである。黒人奴隷と，黒人奴隷の子どもに
かぎらず，イギリス産業社会のなかで虐待された子どもと，男性の専横によって痛めつけられた女性
というものが，ブレイクの関心を強くひきつけた3つの問題だった。
　1641年アメリカのマサチューセッツで奴隷制度が合法化され，その他の州もそれにならった。ま
た1672年にはイギリスで，王立アフリカ会社が設立され，これを機にイギリスの奴隷貿易が急速に
拡大していった。アメリカ合衆国は1808年1月1日奴隷の輸入を禁止したが，イギリスではその前
年1807年3月25日に奴隷貿易がついに廃止された。だが奴隷制そのものが廃止されたのはやっと
1833年になってからであった。
　そんなわけで，1795年ごろのイギリスでは，17世紀以降におこった奴隷貿易はまだ盛んにおこな
われており，リバプールやブリストールなどがその窓口的な位置をしめ，カリブ海やアメリカ南部で
奴隷に作らせた棉花がほとんど無制限に供給された。イギリスの綿工業の発展をうながしたことはい
うまでもない。イギリスからアフリカに安い製品を運び，アフリカでそれを黒人奴隷に換え，それを
こんどは新大陸に運び，そこでまたその地の特産物や棉花をイギリスにもち帰るという，三角貿易が
おこなわれたのだった。これはイギリスだけにかぎらず，ほかのヨーロッパ諸国もやったことだと思
うが，イギリスのばあい，とくに活発だったのではないか。アメリカの独立によって，イギリスにと
ってその様相はだいぶん変ったと思われるが，この三角貿易の構i図は1795年当時まだつづいていた
と思う。
　それでも，イギリス国内でも進歩的な知識人や議会人たちは人道的な見地からこの黒人奴隷と黒人
貿易に反対する動きを示したのだった。いわゆるアボリショニスト（奴隷貿易廃絶論者）である。そ
の動きはアメリカ合衆国のなかでもおき，また1791年から1810年までのあいだに40以上にのぼる奴
隷の暴動や暴動計画があった。1803年にはフラソス革命の影響をうけて，ハイチで奴隷革命が成功
し，黒人共和国の誕生という事態にまでなった。
　たとえばジョソ・ニュートン（1725－1807）という人がいる。彼は少年のころから海にでて，イギ
リス海軍少尉候補として奴隷船保護の軍艦に乗りこんだが，のち逃亡。4年間奴隷貿易船の船長とし
てアフリカの奴隷貿易にたずさわった。1764年にイングランド中南部，バッキンガムシャーの教区，
オルニーの，英国国教会の司祭となり，詩人ウィリアム・クーパーとrオルニー賛美歌集』（1779）
を書いた。奴隷貿易にたずさわつた前半生を悔い，奴隷を非人間的にあつかう奴隷船のひどさを訴え
るため，民衆にうたわれていた歌に曲をつけて「アメイジング・グレイス」を作ったといわれる。
　1789年に設立された奴隷貿易廃絶協会は，設立されると，さっそく証拠集めや町の集会を組織す
ることに力を注ぎ，芸術家や作家たちの助力をえた。民衆のための陶器製作を志した人で，ウェッジ
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ウッド社の基盤を築いたジョサイア・ウェッジウッド（1730－95）は，哀願する黒人のカメオを作
り，それは広く嗅ぎたばこの箱やブレイスレットやヘアピソに用いられた。ブレイク自身も「小っち
ゃな黒人の子」（1789）の詩を書いて，このキャソペーンの初期の局面に参加したのであった。
　主としてトマス・ジェファソンによって書かれたアメリカ合衆国独立宣言草案（1776年6月28日
　コングレスに議会に提出された）はそのなかで，これまでイギリス国王がおこなってきた専制的圧制の行為を
並べたあと，さいごに，イギリスの黒人奴隷貿易を激しく非難する一条項をつけ加えているが，その
なかで，名さしこそしなかったが，ジョージ3世を弾劾したのであった。「天賦の権利」という政治
哲学をもとになされたジョージ3世の専制的な「権力の濫用と権利の侵害」を数えあげた長いリス
トを作ったのである（ジョージ3世は明らかに王権神授説を復活させ，絶対君主権を回復しようと
考えていたのである）。キリスト教徒であり，大英帝国の国王ともあろう者が，アフリカの黒人の生
命と自由を奪い，ときには反抗する者を殺傷し，また，船のなかに黒人を立たせたまま押しこめ，長
い航路を運び，そのために航海の途中で死なせるという行為をあえて許したというその非人間性を攻
撃したのであった。
　rアルビオンの娘たちの幻想』にもどる。威圧するような大声をあげて，勝手な自分の思いを強引
に主張するプロミオンは，まさに，1789年から1793年のあいだに，当時のイギリスの新聞論説や議
会の討論を敗北させた奴隷制と奴隷貿易擁護論者や奴隷貿易関係老のカリカチュアである。
2
　セオトーモソは女性の問題のレベルでは女性の同情者であり，奴隷貿易のレベルでは廃絶論者の知
識人や議会人である。彼はただ涙を流して坐っているだけで，辱しめられたウースーンのほうをみよ
うともしない。彼は下うつむきながら，自分に向かって訴えかけてくるウースーンのことば（じっさ
いには彼女の嘆きのことばをアルビオンの娘たちがこだまして返すのであるが）にすぐには答えよう
としない。夜も明け，日も昇ったいま，セオトーモン，立ちあがってください。わたしは純潔なので
す。死の闇のなかにわたしを閉じこめた夜は去ったのですから。でも五官がわたしを閉じこめ，わた
しの無限の脳をせまい輪のなかに閉じこめ，わたしの心臓を，この熱く燃える赤い球を奈落の渕に沈
めたのです。それもあなた，セオトーモンがわたしのいうことを聞いてくれないからです。
　このあとにつづけて，ウースーンは，この世のあらゆる生きものには，本能的に，直感的に自分自
身のゆきかたを知って生きてゆく知恵（それは自然科学の普遍的法則とはちがうものだ）が秘められ
ていて，人間のなかにも古くから隠されているものがあるのだという。つまり人間には，たとえ女性
であっても，自由に生きてゆく潜勢力がそなわっているはずだというのだ。セオトーモンが，たった
いちどでもいい，わたしに目を向けてさえくれれば，わたしは昼も黙って彼のそばから離れないとい
う。わたしが彼の清らかな姿を写している以上，わたしが汚がれているはずはないのだというのであ
る。つまり，たとえプロミオソによっていちどは肉体を汚がされても，自分の心は純潔であるとウー
スーンは訴えるのである。涙も流さない彼女の姿はセオトーモンの姿とあまりにもへだたっている。
　ウースーンの嘆き（でも彼女自身のことを嘆くのではなくて，セオトーモソのふがいなさに向かっ
て嘆くのであるが）に対して，セオトーモンはやっと沈黙を破る。だがここにいたっても，セオトー
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モンのことばはウースーンの「立ちあがってください」という訴えに応じるようなものではない。セ
オトーモンは，いまの自分には夜と昼の区別もなく，ただまっ暗であること，なにごとかを考えるこ
ともできず，ただもう昔の恋を感傷的に思うばかりであること，考えることがなんの力ももたないこ
とを嘆くばかりである。彼は自分のことを嘆くばかりで，辱しめられた婚約者のことを思いやり，彼
女にいたわりのことばをかけてやることもできないのだ。彼は自分の身の不幸ばかりを悲しみ，自分
のなかに閉じこもるだけである。彼はまるで青白きインテリの先駆者のように，観念に救いを求めよ
うとするが，観念が救いをもたらすのか，それともさらなる毒をもたらすのか，彼自身にもわから
ず，分裂するばかりである。
ああ思考よ　おまえはどこにゆくのか？　どんなに遠くまで飛んでゆくつもりか？
おまえがいまのこの苦悩の瞬間に戻ってくるとき
おまえは慰めを　露と蜜と香油を翼にのせてもってきてくれるのだろうか
それとも荒れ野から　〔人の幸せを〕嫉む者の目から　毒を運んでくるのだろうか？
　このセオトーモンのことばにくらべると，セオトーモンの観念性を嘲笑するかのように，彼のこと
ばをうけて発するプロミオンのことばは，はるかに現実主義的であり，現世主義的であり，セオトー
モンはその前で影がうすくなり，ウースーンとプロミオンが明白に対極にいて，拮抗する存在である
ことがわかってくる。プロミオンにとって，観念などなんの役にもたたない。満足も慰めもあたえる
ものか。現実の木の実が生きた人間の感覚を満足させるのだ。だがそれも，ほんとうに人間の感覚に
満足をあたえるのは，昔から知っている木の木の実ではなくて，未知の木の木の実でなくてはならな
い。大海原のかなたや，ちがったいくつもの海の世界や，またこんどは顕微鏡のなかの世界，それら
未知の天空の世界のなかで未知の木やけものや鳥をたのしめ。これがプロミオンの議論である。そこ
には，自分が犯した女性凌辱の行為の手前勝手な正当化と，比喩としては，未知の世界をどこまでも
貧ろうとするイギリス人とイギリスの帝国主義が顔をのぞかせている。
　それにしてもプロミオンの議論はいかにも奇妙である。彼の議論は一見，未知の世界へのあくなき
探求に向かう近代の科学主義をうたっているようにみえるが，結局それら未知なるものはたんに人間
の五官を満足させるためにあるというものでしかないのだ。彼の議論の正体はじつに次元の低いとこ
ろにあるのだ。このあとプロミオンの議論は一気にろこつな現実主義に突き進んでゆく。
　戦争はろこつな殺しあいにほかならない。戦争には美名も大義名分もない。悲しみは貧困であり，
喜びは富と安逸であって，それ以上の理屈づけはいらない。獅子も雄牛も，つまりどんな男性もみな
おなじ一つの征服欲的な，女性への欲情に支配されているにすぎない。この世の喜びは幻かもしれな
いが，その幻のなかにこそ「永遠のいのち」があるのではないか。永劫の地獄の恐怖なんて，この両
者をひきはなそうとするたくらみから生まれたものにすぎないのだ。
ああ剣と火の戦争のなかに戦争があるだろうか
貧困の悲しみのほかに悲しみがあるだろうか
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富と安逸の喜びのほかに喜びがあるだろうか
獅子も雄牛もおなじ一つの掟につながれていないだろうか
永劫の炎と永劫の鎖があるのは
幻のこの世の生存を永遠のいのちからひきはなすためではないか
　セオトーモソの態度は，女性に対する男性のやさしさの欠如と，女性の「純潔」に対する男性の一
方的な偏見を表わしている。それはまた，黒人奴隷の問題からみれば，廃絶論者たちの手前勝手な空
論を表わしている。廃絶協会が1792年2月にだしたパンフレットによれば（『アルビオンの娘たちを
めぐる幻想』が1793年の出版であることを想起したい），自分たちはイギリス植民地の黒人の解放は
求めないのであって，ただ奴隷目的の「貿易」を終わらせることを求めるだけだという矛盾した宣言
をだしている。もっとも，当時，奴隷は合法的な商品であり，奴隷の反乱は法的に弁護できないとい
う基本的な前提がまだ一般に存在していたのである。
　ウィリアム・ウィルバーフォース（1759－1833）はこの廃絶協会の熱心な一員であった。彼は福音
主義的信仰にもとつく博愛主義者であり，これも，また当時大きな問題の一つであったが，アイルラ
ンドのカトリック教徒の（そして非国教会派の人びともふくめて）信仰の自由と公民権を極端に制限
した「審査法」に反対し，その撤廃を求めたいわゆるカトリック解放運動の支持者でもあった。ずっ
とあとになって，1803年の奴隷貿易廃止の実現はこのウィルバーフォースの運動が実ったものであ
り，1833年についに奴隷制そのものが廃止されたとき，廃止法案の草案の第2読会が国会でおこな
われていることを彼は死の床で聞いたのだった。その彼でさえも，1792年の時点では，奴隷にとっ
ての大きな友人であったはずの人が，協会の保守的なスポークスマンとして，自分が「民主的な原理」
だけは忌みきらう人間としてみられることを求めたのだった。つまり彼は自分が共和主義者とみられ
ることをいやがったのだった。彼はまた，おどろくべきことに，女性の愛は罪であり，民主主義は神
の冒涜であるという前提に立つ，「悪徳協会」として知られるようになったものを推進した。
　この時代の知識人や思想家，下院議員，聖職者などの動きには，要するに進歩と保守が入り乱れて
おり，それは個人によるちがいだけでなく，同一人物のなかでも二つに分かれ，また同一人物の生涯
のなかでもその時代によって変わっていくといったぐあいであった。反国教会的な人たち（長老教会
派，福音主義的な人びと，メソジスト），博愛主義者，奴隷貿易と奴隷制度廃絶論者，カトリック解
放を唱える人びとのなかにも，共和主義や民主主義，アメリカの独立革命，「自由」には反対すると
いう人たちもいた。ときには彼らのなかにも国王ジョージ3世を支持する人がいた。たとえば，メ
ソジスト運動の指導者ジョソ・ウェスリーは1774年に奴隷制を激しく非難し，死の直前1791年に書
いたさいこの手紙ではウィルバフォースの奴隷貿易と奴隷制廃止のための戦いを激励した。しかし，
彼はもういっぽうで，ジョージ3世を支持し，アメリカの独立に反対した。ウィルクス事件という
のがあった。下院議員ジョソ・ウィルクス（1727－97）は国王親政の復活を意図したジョージ3世を
非難したが，とくに1763年に，議会開会式のときの国王のことばを批判する攻撃文書を書いて，そ
のために下院を除名された。このときウェスリーは国王を強力に弁護したのである。ウィルクスが主
喪していた「自由」がウェスリーには「放従」と聞こえたのである。
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　また前述のとおり，奴隷貿易には反対を唱えながら奴隷解放には反対という，ウィルバーフォース
のような人もいた。フランス革命に共感する人たちがいるいっぽうで，いっさいの社会的差別の撤廃
をめざすその平等主義に恐怖を感じる人たちもいるというふうだった。この時代，重商主義と産業革
命が急速に進んで，紳士階級以上の人と，身分の低い，貧しい人びとのあいだに距離ができてしまっ
て，階級間の不信とか憎しみといったような意識が急速に芽ばえてきていたのではないか。そこから
思想家や知識人のなかの分裂，混乱とというものも生まれてきたのではないか。
　ブレイクにもこういう事態に対する洞察があったのだと思う。そのうえで，啓蒙主義時代の思想家
や知識人たちの煮えきらない態度や，分裂した行動や，ご都合主義といったものを，セオトーモンの
姿のなかに写しだしたのだと思う。
3
　プロミオンのことばが終ると，こんどはウースーンがプロミオンにぶつけるようなかたちで口をひ
らく。しかしウースーンは，プロミオンの傲慢なことばに直接反発のことばを返すのではなく，プロ
ミオンg頭をこえて，諸悪の元兇ともいえる（すくなくともウースーンにはそうとしか思えない）ユ
アリズソに向かって（ユアリズンがこの場に姿をみせているわけではないのだけれど），女性として
の，自由と愛を高らかに宣言するのである。
ああユアリズンよ　人間の創造者よ！　買いかぶられた神よ
あなたの喜びは〔人間の〕涙をみること！　でも人間をあなたの姿に似せて作ろうとする以上あな
　たの働きはむなしい
だってどうして自分だけの喜びがほかの者の喜びを吸収することができましょう？　いろいろな人
　の喜びがみな
神聖で永遠で無限のものなのです！　それぞれの喜びが神さまのただ一つの慈悲なのです
　ブレイクが版画のなかでよく描くユアリズンの姿は，長い白髪と白いひげをもって，不機嫌な顔を
した神の姿で描かれる。ブレイクにとってユアリズンは偽の神であり，この世の否定的原理のいっさ
いを引き受ける存在である。
　ブレイク，つまりウースーンにとって，喜びこそこの世のあるべき唯一の原理である。ただその喜
びはプロミオンが主張するであろうような，人の涙をいけにえにして味わう，自分だけの喜びであっ
てはならないのだ（プロミオンがユアリズンという偽の神の原理によって動く人間であることは明白
である）。喜びには人の数だけ，ひとつひとつちがった，さまさまな，それぞれの喜びがなくてはな
らない。ひとつひとつが絶対的な喜びであるはずだ。ユアリズンはこの喜びの原理を認めない。ユア
リズソの原理は自己愛であり，その自己愛とは，つまるところ反愛であり，愛の名には値いするもの
ではないのである。凌辱はまさに，どんなに強弁し，正当化のいいわけをしようとも，この反愛にほ
かならない。だがほんとうの神だったらこの喜びの原理を保証するだろう。神は，ひとりの存在が他
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者の喜びを侵害することは絶対に許さないはずだ。ひとつひとつの喜びが，神の，慈悲としての愛な
のだ。
　ウースソの語ることばは，偽の神としてのユアリズソへの直接の弾劾から，もっと一般的に，明ら
かにユアリズソによって支配されている世のなか全体がゆがんでいることに向かう。そしてそれは，
じつは1790年代半ばのイギリス社会に対する社会批判となっている。
　社会の悪の根幹にあるものは結局人間のエゴイズムと，そこからでてくる欲望（性的な欲望をふく
めて）であるというのがブレイク基本的認識だと思う。
　またブレイクは，ほんとうに価値のある人間がどんなに少いかということをしみじみと感じとって
いたのではなかったか。ブレイクは自分のそういう思いをウースーソのことばに語らせているのだ。
でっかい口は贈りものをありがたがらない
せまいまぶたは金では買えない労働をあざわらう　猿を市会議員に
犬を子どもの学校教師として選ぶ者はいない
貧困を軽蔑する人間と　高利貸をみるとぞっとして背を向ける人とは
おなじものに情熱を感じないし　おなじような感動をもつことはない
贈りものをする人が商人の喜びを経験することはありえない
　「でっかい口」，つまりぜいたくに暮す人間は心のこもった贈りものや他人の善意をありがたく思う
ことはない。贈りものとは神の恵みというものかもしれない。傲り高ぶった人間は神の恵みなどとい
うものは平気で無視するだろう。いずれにせよ，自分がもっているものはすべて自分の力で獲得した
ものと思いあがり，決めこんでいる。ウースンのいう「せまいまぶた」とはたぶん夜じゅう起きてい
て遊び呆ける人間のことだろう。そういう人間は農夫などの労働をあざわらうのだ。ウースーンのこ
とばはつづく。いま猿が市会議員に選ばれてはいないか。犬が子どもたちのための学校教師になって
はいないか。
　貧困を軽蔑する人間，つまり商人とか金持たちが非難に値いするのは，ある人が貧困であるゆえに
その人を軽蔑するからである。彼らの態度は貧困は憎んでも，貧困にあえぐ人といえども，ひとりの
人間としてその人をみるということとはちがうのである。彼らにはなにごとも損得勘定でしか考えら
れないので，有形にせよ無形にせよ，他老になにかを贈る人の喜びはわかるはずはないだろう。
商売上手の都会の人間に農民の苦労がわかるはずがない
うつろにひびく太鼓を抱えて麦畑を買い占めて荒廃させ　荒地で歌うたう
あの脂肪で肥った雇われ人はなんと〔農民たちから〕遠い存在でしょう
あの人たちはなんとちがった目と耳をもっているのでしょう　あの人たちはなんとちがった世界に
　住んでいることでしょう
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　ウースーソの語る醜く肥え太った男は土地ブローカーのような存在なのだろう。彼らは実のない，
やたらと騒々しい鳴り物入りの宣伝で小麦畑を買い占めて歩きまわっているにちがいない。畑を買い
占め，大地主に売り，自分も彼らに雇われて，金持どもの狩猟の用に立てるために雄の雛を育てた
り，狐を飼ったりして生活する人間なのだろう。あるいは大地主の土地の耕作や管理を委されて，自
分の土地をもたない貧農たちを使っている者たちなのだろう。しかし貧しい農民たちは大地主による
土地の吸収（囲いこみ）によって賃金労働者となったが，やがて，とくに若い農民たちは都市へと流
入していって，都市での産業労働者となったのであった。結局それは棄村，廃村にっながり，せっか
く耕作に適した土地も荒廃していくことになった。
　それから村の教区牧師たちがいる。彼らも大地主と並んで広い土地を所有し，特権階級として存在
し，イギリス国教会の力に守られて十分の一税などで金をとりたて，その金で国王や大司祭までも住
めるような大きな館や教会を建ててふんぞり返っているのだ。しかも村人たちには漠然とした信仰上
の希望をあたえるだけで，じっさいには村人たちの生活の現実からかけはなれたところで生きている
のだ。
どういう気持で牧師は農夫の労働をわがものとして要求するのでしょう？
どんな網や罠や落し穴を使うのでしょう？　どんな手管を使って
抽象の冷い川や孤独の森で農夫のまわりをとり巻き
国王や司祭が住んでもよいような城や高い尖塔を自分のために建てるのでしょう？
　ウースーンはつづいて，そうした宗教や法律の力が圧制的に欺購の上におしつけられ，それはなに
よりも女性と，とくに女性にとっての結婚に対するきびしい掟となって表われていることを突くので
ある。この社会の欺隔性のなかに，性も女性もからめとられ，おさえつけられている。
青春の炎で燃え　固定された運命など知らぬ女性が法律の呪文で
忌みきらう男に縛りつけられる　彼女は生涯の鎖を
なんの感激もない欲情のなかで引きずらねばならないのでしょうか？　ぞっとするようなひどい思
　いが
彼女の永遠の春の澄んだ空を曇らさねばならないのでしょうか？　そのために狂気にまで追いつめ
　られるほどの苛酷な恐怖の冬の嵐に耐えねばならないのでしょうか？　怯えた肩に
一日じゅう答を加えられ　ひと晩じゅうまやかしの欲情と期待の車輪をまわさねばならぬ運命に縛
　られねばならないのでしょうか？
　名目ばかりでそのじつは愛のない結婚と，暴力的に強制され，いやいやながらも生理的に刺戟され
てする性（そこではとうぜんつねに性の喜びや願いは裏切られる）のなかから，子どもが生まれるが，
彼らは「人間の形をした幼天使」であるはずなのに，まるで「疫病」のようにうとんじられて生きね
ばならない。そして「流れ星」のようにはかなく生きてすぐ消えてしまう。また，どうにか成人した
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子どもは，自分といっしょに住んでいる親（おそらくとくに母親）を憎み，しかもその子どもが生む
次の世代の子どもは，「不潔な天罰」（たぶんその子どもが父親のばあいはどこかの娼婦からうつった
性病，母親のばあいは夫からうつされた性病だろうと思う。いずれにしても愛のない結婚生活から生
じる性病の次の世代への伝染というようなものであろう）によって，そうでなくても短い人生である
のに，その日の目もみずに死産として生まれてくるのである。こうして呪われた女性の運命の影響は
のちの世代にまでつづいてゆくのである。
　ウースーソはさらに，女性のゆがめられたありかたを，本来は恐れを知らず，喜びにあふれた女性
であるべき人たちのなかにみている。彼女自身もセオトーモンにそれを強いられているのだ。彼女た
ちは世間によって，男たちによって，うわべは処女の慎しみという「狡滑な慎しみ」を教えこまれ，
現実には彼らによって「娼婦」であることを求められるのだ。（「宗教的夢想と夕べの祈りがおまえ〔処
女〕のくすぶる火に点火する」）。生命の喜びなんて作られたものであり，そういうものを夢想し，求
める若老は「病んだ男」であり，女性は彼らの身勝手な清浄さに仕える奴隷，「娼婦」の技巧を弄す
る奴隷となっているのである。男を求める処女の子宮は巨大な喜びにめざめるのに，欲情にあふれた
喜びから閉めだされた若者は「宗教的」な感情によって禁欲を強いられ，そのために彼らは「自己否
定のひとりよがりの喜び」（自慰）と嫉妬に追いこまれる。少女たちや若者たちをともにそこに追い
こんでいる元兇こそ，彼らの美や元気さかんな喜びに嫉妬するユアリズンにほかならない。
嫉妬の父よ　あなたはこの地上から呪われて立ち去るがよい！
なぜあなたはわたしのセオトーモソにこんな呪わしいこと〔嫉妬〕を教えこんだのですか？
おかげでわたしの両肩から美が色あせてゆき　黒ずみ捨てられて
非実在の縁で泣き叫ぶ孤独な影になってしまう
　ウースーンからみれば，セオトーモソはプロミオンとおなじく非難に値いする男なのである。彼女
はいまそのことをはっきり悟っているのだ。ウースーンはなかば眩くように，なかばセオトーモンに
向かって語りかけるような口調で喋りながら，彼を通して，当時のいわば進歩的な知識人のあいまい
さを衝き，彼らに男性としての自覚を訴えている。男性（進歩派の人びと）よ，自己のなかに他者を
「吸収」してしまおうとする自己愛を捨てなさい，真実を直視してもらいたい，そして女性と虐げら
れた人びととともに喜びをもっことを願って，「寛容な愛の安息所」にともに入ることを求めてほし
い。
でも絹のような網と金剛石の罠をウースーンは広げて
あなた〔セオトーモン〕のために穏やかな銀の　あるいは激しい金色の乙女たちをとらえましょう
わたしはどこか堤の上であなたのそばに坐って祝福に祝福を重ねたセオトーモンとの美しい交合を
　する彼女たちの奔放な戯れを眺めましょう
ばら色の朝のように紅く　射しそめの日の光のように元気よく
ウースーソはこの人〔セオトーモソ〕のいとしい喜びを眺めましょう　決して嫉妬の雲を抱いたま
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　ま
寛容な愛の安息所に入ることはありません　また利己的な破壊行為をもちこむことはありません
　ウースーンはさいごに，自分の両手をひろげ，その両手が小さな翼となって羽ばたき，空に舞いあ
がっていって，自分の，この高らかな宣言を世界に撒き散らすという幻想をもって，彼女の長いこと
ばを終える。たとえからだの純潔は汚がされても，もういちど幼い日の，曇らされることのなかった
喜びを歌うことによって，失われた純潔をとりもどすことを示唆している。
この〔わたしの〕小さなきらめく翼よ　立ちあがって幼い日の喜びを歌いなさい
立ちあがって祝福された喜びを飲みなさい　生きているものはすべて神聖なのですから
4
　この詩のなかで，どうも奇妙な一節がある。それはこの世の偽善的でうわべはふつうにまともな結
婚のなかに，男性の暴力によって虐げられ，意に染まぬ欲情に身をまかせるしかない女性と，そんな
女性から生まれる子どもやそのまた子どもの不幸，とくに死産で生まれてくる子どものことを語るウ
ースーンのことばと，処女の偽善について語る彼女のことばとのあいだに，この二つの節とそぐわぬ
ようにみえる一節が入りこんでいる。この一節ももちろんウースーンのことばなのだけれど，この部
分はどういうふうに解釈したらよいのか。
くじらは飢えた犬のように卑屈にならない
くじらは鼻孔を大きくひらいて大海の水をのみこむからといって
山の餌食をかぎまわることはしない
くじらの目はワタリガラスのように飛びゆく雲をみわけないし　禿鷹のように空のひろがりを測ろ
　うとしない
　この世の自然の生きものは他者を嫉まない。どんなに大きくて，力のある生きものでも，自分の領
分でないところは侵さない。その意味で生きものの世界には人間の世界のように，威厳のある人問と
下劣な人間とのあいだの差別はない。生きものの世界では，大きなものも小さなものも，すべてそれ
ぞれに威厳のある存在なのだ。そこでは人間的評価の基準からすれば，善も悪もなくて，個個の生き
ものが，その存在自体のなかに価値をもっているのだ。
　そのことをはっきり示しているのが，このくじらに始まる生きものたちのなかでさいごにでてくる
ミミズのことだ。ミミズはふつうの文学伝統では人にその死を思いおこさせるものであり（「ミミズ
の餌食になる」という表現は一般的だ），この世の生の無常，生の消滅をどぎつく印象づける生きも
のである。だがウースーンのことばのなかに現われるミミズはかならずしもペシミズムの象徴として
の生きものではない。なるほどそこでもミミズは生の無常に立ち会うものとして語られてはいるが，
そればかりでなく，ミミズは逆説的に，人に向かってこの世の生の喜びを教えるものとして語られて
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いるのである。
　空高く飛ぶ鷲は地上のものに目もくれないし，ましてや地下の世界に隠されている財宝など知るは
ずもないのだけれど，地下には地下の生きものがいて地下になにがあるかを知っているというもので
ある。しかしそれは「財宝」といえるものであろうか？　人間の腐りゆく屍ではないか。でもある意
味ではそれを「財宝」と呼べるのかもしれない。
ミミズは腐ちてゆく教会の墓地に柱を立て飢えた墓の顎に永遠の宮殿を建てるのです
ミミズの住まいの玄関には一面に書いてあります
「ああ人間よ　あなたの喜びを味わうがいい
きっとあなたは美味を味わい　あなたの幼い日の喜びが甦るでしょう！」
　ああ人間よ，あなたがたはここに入る前に，あなたがたそれぞれの人生を楽しみなさい。生きてい
ることの喜びを，もう遠くなったあなたがたの幼い日の，まじりけない喜びを，もういちど味わい直
すがいい　　こういう意味のことがミミズの住む地下の殿堂の入り口には書いてあるのだ。そしてこ
の，このようなことを語るウースーンの叫びこそ，世のなかの追いつめられた女性，あるいは黒人奴
隷たち，さらには村を追われ，賃金労働者となった貧しい人たちに向かっての訴えととれる。この世
の生をはかなんで，かりにも自殺などを考えてはいけない，なぜならこの世のすべての人たちには，
この世の自然の生きものたちとおなじく自由に，そして自分の生を楽しんで生きてゆく権利があるの
　　　　　　　　　　　　　　、　　、　　、　　、
だということを，このウ丁スーンの訴えは示唆しているのだと思う。
『アメリカーひとつの予言』
1
　『フランス革命』は1791年に組みができたのだったが，ついに出版されることはなかった。しかも
最初計画されていた第7巻まで書かれていたらしいのだが，結局出版元の意向で出版はとりやめと
なり，そのこ第2巻以降の6巻の原稿は紛失し，第1巻だけが1913年に初めて出版されたのだった。
出版が中止されたことのいちばん大きな理由は，出版元が当局の弾圧を恐れたためだったと推測され
る。
　境存の第1巻は，圧制を表わす支配的なイメージであるバスティーユ牢獄の7つの塔につながれ
ている7人の囚人たちの叫びから始まっていて，そこでは歴史の裏に隠されてしまって名前をもた
ない7人の人の訴えだけがひびいてくるが，そのあとは，国王ルイ16世の臨席のもとでの国民公会
の，緊張と対立の議論の場面がっつく。ベルサイユが市民に占拠されたというニュースが入ってき
て，そんなあやしい雲ゆきのなかで，進歩派と保守派の議員の討論が語られる。この部分はかなりリ
アリスティックな劇の様相をみせている。しかしブレイクがこのような具体的なスタイルで・ほとん
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ど同時代的に進行中だったフラソス革命について書いていくことは，イギリス国王と国教会とホイッ
グ党政府からの，共和主義的な雰囲気に対する強力な弾圧を容易に招くことになるであろうことが予
想されされたにちがいないのだ。
　rアメリカ　　ひとつの予言』は1793年10月10日に出版されたが，これは明らかにrフランス革命』
に代わるものだった。この年1月21日にルイ16世の処刑があったばかりだった。『フラソス革命』に
「ひとつの詩」という副題がついているのに対して，『アメリカ』には「ひとつの予言」という副題が
ついていることにも，フラソス革命のあまりにも生なましい成りゆきにブレイグが当惑したであろう
ことが反映されているように思う。『アメリカ』のスタイルも，『フランス革命』のリアリスティック
なスタイルとちがっていて，ブレイク独特の神話的，幻想的なスタイルはここから始まっている。
　この詩『アメリカ』のさいこの部分にフランス革命への言及がある。反動の親玉として登場するユ
アリズソが，アメリカ革命の成功をみて，泣きながら，赤く燃える革命の霊，デーモソ（たぶんオー
クのことだろう）の姿を地上からそれがみえないようにするために，雲と霧とによって隠そうとす
る。
手足は癩患者のように全身まっ白で顔面もまた白かった
陰惨に吼えわめいて泣きながら雲と冷たい霧とで地上から赤く燃えるデーモンを隠したので
彼の手先の天使たちと弱い人間どもがまだ12年間は強い者たちを支配することになったが
フランスがデーモンの光を受けとると
彼らの終りがくることになる
　アメリカ革命の理想と精神をうけつぐものはまさにフランス革命だとの認識がブレイクにあったこ
とはたしかである。だが彼のみるところ，フランスをはじめ，イスパニア，イタリアの西ヨーロッパ
の国ぐに，ことにもイギリス（じつはここでもブレイクがねらいをつけた「敵」の本命はイギリスな
のだ）ではまだ，「弱い人間ども」の専制政治が真に「強い者たち」，つまり民衆を押さえつけている
のだった。アメリカの革命戦争中，アメリカ軍のヨークタウンの勝利（1781年）からルイ16世の処
刑までちょうど12年である。ブレイクは彼の生存中ついに日の目をみなかった『フラソス革命』の
なかで，革命の勝利とそれへの希望を書いていたのではなかったろうか。もしそうだったとすれば，
1791年の時点でのイギリスのなかで，ブレイクの姿勢はそうとうに大胆であったといわなければな
らない。
　1793年のフランス国王処刑をブレイクはどうみたのだろうか。一人の人間をギロチンにかけて殺
すということの非人間性，暴力性，いまわしさという問題についてブレイクがどう考えたかはわから
ない。また，彼がこのギロチンののちに到来した，「強い者たち」（であるべきだった人たち）による
恐怖政治のぶきみな萌しを読みとっていたかどうかもわからない。ただブレイクが，ルイ16世の運
命にジョージ3世のそれを重ねて，この事件をみようとしたかもしれぬことは十分に考えられる。
この当時のブレイクは，それほど過激であり，共和主義的であったと思う。
　アメリカ革命戦争時代に，イギリスの女性たちがキリスト教による束縛から解放されることをめざ
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す動きがあったという根拠はうすいということであるが，rアメリカ』が書かれた1793年当時には，
現実に進行中のフランス革命が掲げた理念が大きく作用して，イギリスで女性解放の思想が動きだし
ていたことが考えられる（1792年には，男女の平等と機会均等などを訴えた，メアリー・ウルスト
ンクラフトの『女性の権利についての擁護』がだされた）。『アメリカ』のなかで，ブレイクがわざわ
さアメリカ革命戦争の時代をえらんで黒人奴隷解放とならんで，女性解放の思想を始動させているこ
とはブレイクの見識ではなかったか。『アメリカ』のなかで，アメリカの人びとが荒れ狂う火となっ
てユアリズソの手先であるアルビオンの守護天使が派遣した「疫病」を押し返し，その結果，イソグ
ラソドでも革命的な「赤い炎」が燃えさかることが語られている。アメリカでその革命戦争の勝利が
イングランドの革命的な動きを誘発し，とくにイギリスの女性の解放の動きに火がつけられたのだと
いう，ブレイクのもののみかたは鋭い。
結婚の扉があいた　司祭たちは鱗の鎧を鳴らし爬虫類の棲みかに逃げこみ
激しい欲情の渦巻きとなって［聖堂の］金色の屋根をとり巻いて踊るオークの
　火から身を隠す
あとに青春の喜びに燃える裸の女性たちを残して
　ブレイクの特異な幻想は司祭たちを蛇の姿として描きだす。蛇は性の誘惑者だ。金色に輝く大きな
聖堂はまるで悪魔の城のようだ。その城のなかで，女性を男性の奴隷にするための儀式がとりおこな
われる。それは同時に女性を社会の因習と教会の支配に縛りつけるための儀式でもある。しかし革命
の火がついにそういう栓楷のもとにおかれた女性たちを解放する。蛇どもはにわかにみじめたらしく
なり，たぶんじめじめして暗い隠れがにあわてふためいて逃げこんでゆく。
　女性たちは解放される。いままでの彼女たちは死んだも同然の人間だった。その死んだも同然だっ
た人間たちのなかで，女性の精神がいま甦える。
つまり宗教の絆のなかでやせ衰えるいっぽうの死者たちのなかの女性の精神が
彼女たちの枷から走りでる　赤く燃えながら　背を大きく弓なりに反らして坐っていると
彼女たちは青春の活力が新しくなるのを
遠い昔の欲情が　柔かいブドウが姿をみせるときのブドウの蔓のように
彼女たちの青白い手足を伝うのを感じるのだ
　ブレイクにとって，若い男や女の欲情は，喜びとか元気旺盛とかいうようなことにつながるもので
ある。それは，やさしい喜びの実をつけながら自然に人の内部に伸びひろがっているものであって，
とうぜん人間の肉体に根を下ろしてはいるが，官能に閉じこもり，官能に溺れこんだ欲望ではない。
若い女性たちはいまやっと，自然のものたちときょうだいだった「遠い昔の」彼女たち本来の姿に帰
ったのだ。「遠い昔」とはいつのころだろうか。たとえば1800年前，キリスト教が始まったころよ
り，それよりずっと前のことをいうのだろうか。
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　アメリカのほうから「疫病」を押しもどして吹き進んできた「赤い炎」が，解放された女性たちの
上だけでなく，イングランドの全土の空に燃える。
山やまにも谷にも都市にも天空で赤い烈しい炎が荒れ狂う
北から南までの全土を被う全天が熔けた
　ブレイクは，フランス革命に先んじて，アメリカ革命がすでにイングランドの「革命」の気運を煽
ったことを感じているのである。
　アメリカの独立革命が世界史のなかでどれほど重大な意義をもっていたかをどれほどブレイクが認
識していたかは，rアメリカ』のなかで，大西洋の向こうから押し寄せてくる「疫病」に対して，オ
ークの赤い炎のもとに必死になってそれを押し帰そうとするアメリカ側の戦いを語るところにはっき
り表われている。
激情が猛り狂う一陣の風となってアメリカじゅうを吹きまくり
オークのまっ赤な炎がすさまじい捻り声を立てて
怒れる国の岸辺をとりまいてうねり　そして一丸となった住民たちの烈しい突撃
ニューヨークの市民たちは帳簿を閉じて金庫に錠をかける
ボストンの船員たちは錨を下ろして積荷を空にする
ペンシルベニアの法律家は地上にペンを投げ捨て
バージニアの建築業老は不安のうちにハンマーを放りだす
もしすべての人が怒りと猛り狂う炎の一団となって夜のなかを突撃しなかったなら
あのときアメリカは大西洋の波に呑まれ地球は無限なるものの一部をまたひとつ失ってしまったこ
　とだろう
だがまっ赤な炎が猛り狂ったのだ　疫病どもはひるみ　猛然と
アルビオソの天使たちに向かって反転したのだ
　アメリカの革命戦争のなかで，アメリカの北部では商人と法律家が指導者となった例が多いとい
う。アメリカ革命はブレイクにとってはいわば世界史のなかでの天下分けめの戦いだったのだ。もし
あのときアメリカが革命戦争に破れ，アメリカが失われたなら，世界はどうなっていただろう。アメ
リカが象徴していた「無限なるもの」，それは人類の未来の無限の可能性，その秘められた可能性を
表わすものではなかったか。それが無残にも，資本主義の勃興期にあったイギリス帝国主義の力のも
とにねじ伏せられたなら，人類の希望は失われてしまったにちがいない。人間の堕落はますます進行
し，深まっていったことだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　しかしアメリカは救われた。そしてイソグランドの反動的な支配勢力も大いに動揺したにちがいな
い。ブレイクはそのことをちゃんとみてとっている。アメリカにも渡ったウルフ・トーソが活躍した
1798年の統一アイルラソド党の反乱も，直接的にはフランス革命に刺激されたものだったが，もと
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はアメリカの独立に力をえたものであった。こんにちでもなお，アイルラソドの人びとの胸のなかに
は，アメリカの独立が深く刻みこまれているのだと思う（ブレイクの父ジェイムズも，アイルランド
の名門オニール家の出だという）。
2
　rアメリカ』は神話的幻想のレベルでは，ユアリズソとオークの対決の構図をとっており，とくに
そのなかでオークが中心的な存在となっている。
　rアメリカ』の本文が始まる前に「序」の部分がある。この部分の冒頭で，母親を愛する息子への
父親ロスの嫉妬によって，あのプロメテウスのように山上に縛られたオークが読者の目の前に登場す
る。そこに，アーソウナとも呼ばれるロスとその妻エニサーモンの子である，「影のような娘」（この
世の自然の霊，永遠の女性ととれる）が現われて兄とは知らず，彼をあわれんで，オークの前に立
つ。オークは（彼も妹とは知らない）この娘と強引に交合し，そのために大いなる活力をえて，自分
のからだを縛っている鎖をひきちぎって，ふたたび自由をえて立ちあがる。
　rアメリカ』は，詩の一節とそれに対応するブレイク自身の彩色版画をいっしょに刷りこんだ詩画
集の体裁をとっている。プレート8番と呼ばれるページの絵では，画面左下を向いた憂い顔の，こ
の世の「ゆがんだ」支配者である反動の親玉であるユアリズソが，黒い雲の上で両手をひろげ，黒い
影でこの世の天地いっさいを被っている。この世界のなかに，オークが全身燃える炎となって飛びこ
んでゆく。プレート10番の絵がその姿を描く。そこではオークもまた両手をひろげ，なにか決意を
秘めたような，悲壮な顔をして，その顔を画面左下に向けている。画面にはいっぱい炎が燃えてい
て，オークはその炎のなかから，つまり自分自身とおなじ元素のなかから押しだされているような感
じだ。プレート10番の詩は，アルビオンの天使がアメリカにいる自分の代理者である13人の天使た
ちに反乱を押さえるために決起することを促し，ラッパを吹き鳴らすが，植民地の天使たちは沈黙し
て動かないということを語る一節である。
　じつは前述のプレート8番の絵では，上方のユアリズソの姿の下に，ユアリズンの黒雲に囲まれ
ながらも，もうひとつの，四角な雲が描かれていて，その雲のなかにオークの宣言の詩句が書かれて
いる。雲の形は，なにか墓石のようなものを連想させないこともなくて，革命を恐れるユアリズンに
よってそこに封じこめられ，圧殺されようとしていたオークの声がそのなかから発せられているよう
な感じもする。しかし，そこに書かれているオークの宣言は力つよくて，上方のユアリズソが両手を
ひろげた姿に真正面から抵抗しているのであるかのようにひびいてくる思いだ。このプレート8番
の絵と詩をうけて，プレート10番では墓石のようなものが消え，8番ではオークの声だけしか聞こえ
なかったものが，いよいよオークの燃えさかる姿が現われているのである。こんなふうに8番と10
番を連続的に考えることもできる。
呪われた木に巻きつかされてはいるが私はオークだ
だが古い時代は終わった　影たちは消え朝が明けはじめている
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どんな夜にやつが星の天使軍を率いて広い荒野を渡っていったかはしらぬが
ユアリズンがゆがめて十の戒めにしてしまった火のような喜びのときが明けはじめている
あの石の掟を私は踏みつぶして塵にする　宗教を引き裂かれた書物のように
四方の風に撒き散らし　だれにもその一葉一葉のページを拾わせない…
っまり生きているものはすべて神聖である　いのちはいのちを喜ぶのだ
なぜなら快い喜びにあふれる魂が汚がされることはありえないのだから
たとえ火がこの地球を包んでも人は焼き尽くされることはない
意気さかんな火のなかを人は歩むのだ　その足は黄銅のように
その膝と腿は銀のように　胸とあたまは金のようになるのだから　　　　　　　（プレート8番）
　木にまきつかされたオークは，十字架にかけられたキリストのようでもある。いま，オークは第
2のキリストとしてこの世に登場しようとしているのだ。彼はまた，縛めを解かれたプロメテウスの
ように，ユアリズソとユアリズンの手下である，おびただしい数の星の大軍勢にとって代わって，朝
の光を到来とともに現われ，ユアリズンと悪の天使たちがわがもの顔に支配してきた，「夜」の地上
の世界（「広い荒野」）から，まがまがしいものを一一一・－L掃するのだ。
　ブレイクが思い描いていたひとつの幻想がある。それは地球全体がまっ赤に燃える炎に包まれると
いうものだ。しかし，それは決して，カタストロフを願う，黙示録的な終末の姿とおなじものではな
い。地球が本来そのうちに秘めている大きな活力というか火力というか，そういうものが内部から燃
えあがってくるというようなものだ。オーク自身はたしかに革命の火の霊として登場してはいるが，
彼が願うものは決して破壊や戦乱ではない。徹底した破壊ののちに，なにか新しいものが生まれると
いうような，ファシズム的な暴力肯定の思想は，ブレイクにはなかったと思う。オークの火はオーク
とともにある人びとのからだを焼くことはないのだ。アルビオンの天使，つまりジョージ3世を始
めどするイギリスの反動的支配勢力の守護神がオークに向かってつく悪態のなかに，「無法な反乱の
愛好者」ということばがあるが，それはオークに向けた中傷でしかない（1775年8月23日に国王の
布告として，ニューイングラソドの動きを国王に対する謀反としてこれを糾弾する宣言がだされたの
だった）。
　『アメリカ』のなかで，まだ戦いが始まる前，イギリスの国王が，権威ある者が喋る演壇である「夜
の石」にもたれてふるえているときに，彼のいる寺院にオークの燃える霊がそのおそろしい全身の姿
を現わし，血のようにまっ赤な光で寺院を染め，その声が寺院をゆるがす。その声の語ることはまさ
に，あのアメリカ独立宣言の冒頭のことばの内容とおなじものである。
朝がくる　夜が衰える　夜警たちは持場をはなれる
墓が破壊され　香料が流しだされ　亜麻布がたたまれる　　　　　　　　　　　・
死の骨が　それを被う土が　縮んで干からびた腱が
甦えりながらふるえる　息を吸いこんで動く　呼吸している　目をさましている1
枷と窓格子が破壊されて助けだされるときの囚人のように飛びあがれ
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粉礁き場で粉を礁く奴隷を野に走りださせよ
明るい大気のなかで空をみあげて笑わせよ
鎖につながれ暗闇に閉じこめられてためいきをつき
30年もの疲れはてた年月のあいだいちども笑みをみせたことのない人間を
立ちあがらせ外を眺めさせよ　彼の鎖は解かれ　牢獄の扉はあいているのだ
彼の妻と子どもたちを圧制者の答から帰らせよ
彼らはひと足ごとに後ろをふり返って夢ではないかと思うだろう
「お日さまは黒い闇のもとを去り　いままでよりずっとすがすがしい朝に出会い
美しいお月さまは晴れて雲ひとつない夜を喜んでいる
だって帝国はもうなくなったのだから　獅子も狼もいなくなる」と歌いながら
　「アメリカ13州の一致した宣言」と題されたアメリカ合衆国の独立宣言のなかに，オークの宣言が
明らかにひびいている。
「私たちは人間がすべて平等につくられていること，人間がその創り主によって，なにものにも代
えられない確かな諸権利，なかでも生命と自由とそして幸福の追求の権利を賦与されていること
を，自明の真理と考えるものである。…しかし，つねに変わらずおなじ目的を追いながら，長いあ
いだにわたる一連の権力の濫用や権力の不法行使によって，人民を絶対的な君主専制政治のもとに
押しこめようとする企図が表明されるばあい，そのような政府を放逐し，人民の将来の安全のため
の監視機関を設けることは人民の権利であり，人民の義務である…イギリス王国の現国王の歴史は
権利侵害と権力の不法行使の反復の歴史であり，それらはすべてこの13州の上に絶対的な専制政
治を確立することをろこつにもくろんでいるのである。…」（リチャード・B・モリス編『アメリ
カ史事典』，ニューヨーク，ハーバー・アンド・ロウ社，第6版，1982年刊，1215ページ）
　アメリカの革命戦争は人間の解放の戦いだった。アメリカの黒人奴隷や，一般のアメリカ植民地の
人びとの解放であるばかりでなく，結局はイギリス本国で奴隷的状態におかれた貧しい工場労働者
や，貧窮のために過酷な条件のもとに労働を強いられた彼らの妻や小さな子どもたちの解放に人びと
の意識を向かわせる大きな力となったのである。これらの貧しい人びとはいわば鎖につながれていた
のだった。彼らが野のなかに走りでて大空をみあげるという，ブレイクの描いた情景は，ロマン主義
的なおきまりのものではなくて，解放されて，自由になった人間の姿を切実に物語るものなのであ
乙。親方の答から解放され，逃げだしてゆきながら，だれか追いかけてきはしないかと怖れてなんど
も後ろをふり返る女や子どもの姿はリアルである。「帝国はもうなくなった」という彼らのことばが
重みをもって感じられる。ここでは，もはや，君主専制国家など，なんの意味もない幻想にすぎない
ものとなってしまっている。現実のイギリスの社会の動きはそうかんたんにはいかなかっただろう
が。
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『ヨーロッパーひとつの予言』
1
　『ヨーロッパ』のなかで語られるのは，ヨーロッパとはいっても，そのじつはアメリカ革命戦争で
敗退してからのちのイギリスのことであり，その意味でこの詩はrアメリカ』の続編ともいえる。「ヨ
ーロッパの女王」として登場するエニサーモンがみる夢のなかに現われるできごとという形を借りて，
1780年ごろのイギリスの事情が語られているのである。
　1783年9月3日パリで講和条約が，イギリス，フラソス，スペイン，そしてアメリカの4国のあ
いだで締結された。この年4月1日にトーリー党のフレデリック・ノースとホイッグ党のチャール
ズ・ジェイムズ・フォックスによる連立政権が成立していて，国王と対立したのであった。国王はこ
の連立政権が下院の支持をうけていたにもかかわらず，内閣を更迭し，25歳の小ピットを首相兼蔵
相にした。
人びとの影が数団となって風に乗って飛んでゆき
ヨーロッパの空を二つに分ける
さいごにアルビオンの天使がみずからの撒いた疫病のために冒され数団の手下たちと逃げていった
未来の不死の悪霊どもであふれた
アルビオンの岸べに雲がひたとのしかかる
疫病に冒されたアルビオンの天使たちは会議に集まる
雲が会議場の上にひたとのしかかる　すぐにアルビオンの天使たちの頭上に襲いかかる
1時間も彼らは会議場の広間の残骸の下に埋まって倒れていた
だが塩の湖〔死海〕の上にも星ぼしが昇るように彼らは苦痛のうちにも立ちあがる
もがき苦しむ時代のもろもろの恐怖の雲に被われた乱流の霧のなかに
　アメリカ独立戦争ののち，アメリカからヨーロッパの勢力は撤退してゆき，ヨーロッパの列強は二
分し，あるいはそれぞれのヨーロッパ諸国のなかでも保守と革新に二分する。だが，イギリスでは，
ジョージ3世が議会の下院と対立しながら，強引なやりかたでもういちど自己の勢力を建て直す。
戦後のイギリスの国会は混乱をきわめる。
　だが資本主義の成長過程と対フランス戦争というようなことによって救われたのか，ジョージ3
世の王権は一時かなり揺らいだと思われるのに，それにもかかわらず回復したのであった。
　混乱した思いのままにアルビオンの天使の手下の天使たちは，民衆の恨みの雲に押し潰され，彼ら
を追ってきたオークの火に焼かれてまっ赤に燃える会議場の廃櫨から立ちあがり，黙って彼らの，燃
える炎に焼かれて燃えながら逃げる「王」のあとについてゆく。
一26一
223
ウィリアム・ブレイクと18－19世紀イギリス社会
…彼〔王〕はこの白い島国に長ながとその影を伸ばしている
蛇の形をした古えの聖堂にゆこうとした
彼のまわりには戦いの雲がうねっていた　〔アルビオンの〕天使は黙ったまま
テムズ川の限りなくつづく岸べに沿って金色に光るベルラムまでいった
　アルビオンの天使は自分の拠点を焼かれて，ドルイド教の寺院にゆき，そこでドルイド的堅実さを
自分の拠り所として求めようとしたのだった。彼がたどりついたベルラムはローマ人によるイングラ
ンド支配の時代の重要な町ウェルラミウムの跡で，現在ロンドンの北北西約32キロ（バスで1時間
あまりか）セソト・オールバンズの町の近くにある。ベルラムはイギリスルネッサンス時代の哲学者
で，エリザベス女王1世の寵臣エセックス伯爵にとり入った政治家でもあったフランシス・ベイコ
ン（シェイクスピアより3歳ほど年長）の所領地で，ベイコソは初代ベルラム男爵とよばれた。ベ
イコンはブレイクの嫌いな思想家の一人であった。おそらくベイコソの，帰納法を基礎にする科学主
義，経験主義的哲学がブレイクの気に入らなかったのだと思われる。
　じつはアルビオンの天使が求めていった「蛇の形をした古えの聖堂」というのは，ベルラムではな
くて，イングランド中南部，ロソドンの西方，ソールズベリー平原の北にあるエイブベリー（ウィル
トシャ州）にあったといわれ，ドルイド教の司祭によって建てられたと考えられている。この聖堂は
ケルト以前の寺院で，たぶん紀元前2000年にさかのぼり，ヨーロッパ最大のものの一つであったと
される。現在エイブベリーに残っているのは環状の土塁だけであるが，かつてエイブベリーの村を取
り巻いて大きな石の輪が蛇の形をしてひろがっていたとされている。アルビオソの天使とその手下の
天使たちがたどりついた聖堂の所在地をブレイクがこのエイブベリーとせずに，ベルラムにしたの
は，おそらくフランシス・ベイコソのことが念頭にあったからにほかならないと思う。
　聖堂の玄関にはどっしりした柱廊があって，その高くそびえる柱のまわりにはオークの木の大木が
それを取り巻いて立っている。柱とオークの木はいかにもドルイド教の祭祀の道具立てを思わせる。
柱は宝石でできているが，その宝石はこの地上にはほとんどみられないようなもので，しかもそれを
道具で削ったような跡はなく，たぶん採掘されたままの巨大な宝石を使った柱なのだ。この柱が不透
明なところ（精神の不透明さを示すものか）で光っている。柱は12色（たぶん1本1本ちがった色
の12本の柱なのだろう）で，それがおそらく黄道帯12宮を型どって並んで立っている。
　そしてこの聖堂はブレイクの目からみれば，これを建てた人間が堕落した人間であることを反映し
ているのであった。つまり，その人間，あるいは人間たちから想像力（ブレイクという四重のビジョ
ン）が消え，感覚的なもののみかた（ブレイクのという二重のビジョソ）しか残らなくなった人間と
花しているというのだ。ブレイクはこの聖堂の堕落とそれを作った人間の堕落の交錯を，シュールレ
アリスムの絵を思わせるような仕方で物語っている。
…五官が洪水のように地上に生まれた人間を呑みこんだとき　そのとき流動的だった目が
二つの動かない球体に変わり　万物を一点に集めた
たえず変化しながら天のなかの天にまで昇ってゆく螺旋階段が
一27一
224
下方におし曲げられた　そして鼻孔の黄金の門は閉さされた
外がわに向けられてはいたが　無限なるものに向かっては閉めきられ　石のように動かなくされて
　しまった。
　人間の堕落のとうぜんの蹄結として，人間は無限なるものを恐怖するようになったのである。人間
は万事を自分のあたまで考えるようになり，いたるところで無限なるものを現わし示す，広大なこの
宇宙を人間が考えだす法則で仕切り，その結果静止的な世界を生みだすようになった。だが法則で仕
切りきれない無限なるものは人間にとって恐怖となり，彼はその面前から逃げだし，ついには「夜の
森」に逃げこんでそこに隠れるが，無限なるものはそれでもなお追いかけてくる。
…永遠の森がみんな
空間の円となって転がるいくつもの大地に分けられ　それが大海原のように押し寄せ
〔人間の〕肉体というこの有限の壁だけをのぞいて万物を呑みこんだのだ
　追いつめられた人間たち，ドルイド教の人間たちは無限なるものを，地を葡い，ぐるぐるまわり，
永劫に循環をくり返す有限なるものの形のなかに封じこめたのだった。
このとき蛇の聖堂が形成されたのだ　無限のすがたを
回転をくり返す有限なるもののなかに閉じこめたのだ　こうして人は天使となり
天は旋廻する強力な円となり　神は王冠をいただく専制君主となった
　ブレイクは巨大な蛇の形をした聖堂がブリテン島全土を取り巻いてひろがっているぶきみな情景を
幻想しているのだ。
　ブレイクの時代には，古代ケルト族のあいだにあったドルイド教は民俗学的な知識となっており，
ドルイドの司祭は古代ブリテソの「賢者」とされていて，このために彼らはケルトの民族的詩人とし
ての「歌びと」やときには「隠者」と混同されて考えられていた。彼らはみな年老いていて，ガウン
をまとい，よくものを知っていて，予言する能力をそなえていた。ブレイクはこれらのことを踏まえ
ながらも，ドルイド教にまつわる人身のいけにえや，狭い秘密の教義といった伝説をもった宗教とし
て，このドルイド教をおぞましいものと考えていた。
　ドルイドの司祭による圧制の犠牲者がドルイド教の神の前で人身のいけにえにされたであろうこと
を想像しながら，ブレイクはそのような想像に，まず，ジョージ3世の専制君主としての権威回復
とその圧制の復活を重ね，つづいて，戦争や圧制の犠牲をキリストの十字架上の犠牲の行為になぞら
えてそれを強引に肯定するイギリス国教会のありかたを重ねているのである。国家の君主であると同
時に国教会の首長でもあるという16世紀以来の絶対的権威を，ジョージ3世はとりもどそうとした
のだった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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2
　アルビオンの天使が「夜の石」の上に立つと，大西洋上にユアリズソの姿をみる。ユアリズソは「掟」
を書いたみずからの真鍮の書の留め金をはずす。（真鍮は前述したようにブレイクにあっては圧制の
シンボルであり，また，一般的なイメージとしては，まがいものを表わす）。青白い雲と火が，眠っ
ているエニサーモソのまわりをうねり，いまわしい，暗い夢を彼女がみることを続けさせる（エニサ
ーモソの夢のなかに現われる人物であるユアリズンが，夢をみている当人であるエニサーモンに，そ
の夢をみつづけさせるのである）。
灰色の霧がいく重にも巻いて転がってゆき　教会や宮殿や塔を包みこむ
　アルビオソの天使の声が聞こえるなか，イングランドの若者たちは，恐れて暗闇に身をひそめよう
とするが，両親たちが彼らを連れだす。アルビオソの天使の「年老いた無知」が偽善的な口調で若者
たちに説教を垂れる。このときのアルビオソの天使はまるでイギリス国教会のお偉い聖職者のよう
だ。だが若者たちの「思考に冒されないあの感覚がその正体を感知する」のだった。「年老いた無知」
が寒ざむと，暗く，無愛想にそこに立って，ロンドソの街に影を投げているにすぎないことを。若者
たちにはオークの炎が燃えて，岩に立つアルビオソの天使の足が焼かれて，骨ばってみえるようすが
みえたのだった。若者たちにはまた，あの「蛇の聖堂」が高くそびえて，アルビオンの「白い島」の
国土じゅうに不吉な影を投げているのがみえたのだった。若者たちは，オークの炎に包まれながら，
死者たちを甦えらせる「さいこの運命のラッパ」を探してわめくアルビオンの天使の声を聞くのだっ
た。
　アルビオンの天使のわめき声が，だんだんと他のものたちの声を圧してひときわ高くなり，ウェス
トミンスターから聞こえてくる。そこはいうまでもなく国会議事堂のあるところだ。おそらくアルビ
オンの天使はだぶんあのドルイド教的な「秘密の掟の守護者」としてのジョージ3世の姿をとって
ウェストミンスターに乗りこんだものの，オークの火に追われて（国会の収集がつかなくなったこと
を暗示しているのだろう），わめき声をあげながら逃げだすのである。彼はロンドンの街のなかを，
グレイト・ジョージ・ストリートを通り，パークゲイトから荒野へと逃げてゆく。彼の着ている毛皮
の王服と頭につけているかつらが彼の生ま身にへばりついてひとつになり，神経と血管がそのなかか
ら飛びだしている。そのすさまじい姿はゆき会う彼の兵士どもも恐れて逃げるのだ。
　あとに残された民衆は依然として悲惨な状況のなかにおかれている。
家という家は洞窟のようで　人という人は縛られている　影のあるところには
幽鬼がいっぱいで　窓には一面に鉄の呪いが組まれている
扉には一一一・面に「なんじなすなかれ」と書いてあり　暖炉には一面に「恐怖」と書かれている
首のまわりに鉄の輪をかけられて壁に深く固定された
市民たち　郊外の住民たちは鉛と足伽をはめられて重い足どりで歩く　村人たちの骨は柔らかくな
一29一
226
って曲がっている
　ユアリズンの雲のあいだに，オークの炎が激しく，アルビオンの守護天使の手足のまわりに転が
り，彼の肉体を焼き尽くそうとする。雲に厚く被われたアルビオンの天空のなかで，おそらく守護天
使の手下の霊たちのたちさわぐ声であろう，シュッシュッという音や悲鳴や坤き声や絶望の声が守護
天使のまわりにあがる。ミルトンのr失楽園』のなかで，奈落の底に落とされたセイタンの手下ども
がおびただしい数の小さな蛇と化してあげるシュッシュッという叫び声を思いおこさせる。ついに激
怒したアルビオンの守護天使があの「さいこの運命のラッパ」を探しだして，オークの火に焼かれて
赤くなった手でそれを掴んで，吹き鳴らそうとする。
赤い手をした天使が恐怖と苦痛のうちにさいこの運命のラッパを掴んだ　だが彼はその鉄の管を吹
　くことができない！
三たび彼は不遜にも死者たちを起こして「審判」に向かわせる行為に似たことを試みた
一個の強力な霊がアルビオンの地から躍りでた
ニュートンという名前のものだった　そいつはラッパを掴むなり　並みはずれて大きな音を吹い
　た！
秋の枯葉のように黄色くなって　無数の天使の大軍勢が
冬空のなかをみずからの墓場を求めて落ちていった
うつろな骨をわめき声と悲嘆の声のなかでがらがらと鳴らしながら
　アルビオンの守護天使は，キリスト再臨にさいして天使が吹き鳴らすラッパのように，鉄のラッパ
を吹き鳴らして死者たちの目をさまそうとしたわけではない。ただ，せっかく眠っている墓のなかの
死者たちの目をさましかねないようなことをやったというのである。じっさい守護天使がやろうとし
たことは，追い迫ってくるオークの炎を吹き消そうとしたか，それともオーク自身を吹き落そうとし
たのだった。彼は「鉄の管」（非人間的で強圧的なものの表象）を掴みとると，三度吹き鳴らそうと
するが，弱った彼には死者の眠りをさますほどの大きな音はだせない。そのとき，守護天使の副官然
としたアイザック・ニュートンが飛びだしてきて，鉄のラッパを吹く。するとラッパはとてつもなく
大きな音をだして，味方の天使たちを秋の枯葉のように吹き散らし，地上に吹き落してしまう。ニュ
ートンが天使たちを地上に吹き落すのは万有引力を皮肉ったものか。また，アルビオンの守護神の配
下とはいえ，彼らも天使として霊的な存在であることを思うと，ニュートンが彼らを吹き落して殺し
てしまうということは，彼が精神的な世界を殺してしまったことを暗示しているのかもしれない。
　ブレイクはフランシス・ベイコン，ジョン・ロック，アイザック・ニュートンという，16世紀，
17世紀，18世紀初期にそれぞれ生きたイギリス経験主義思想の流れに沿った人たちを嫌ったのだっ
た。とくにニュートソは彼の目からみればユアリズンの愛弟子ともいうべき存在だった。『ヨーロッ
パ』（1794年印刷）の口絵として描かれたユアリズンの絵と，、1795年という年期が入っているニュー
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トンの絵は，それぞれ天上から片膝を立て，巨大なコンパスをかまえて下界をみおろし，地上の世界
を測ろうとするユアリズンと，暗い深海の底にうずくまるように屈みこんで熱心に数学の想を練るニ
ュートソの姿を描いていて彼らを辛棘に皮肉っている。彼らは二人ともこの広大な宇宙を抽象的なも
のに変え，抽象的な世界として眺めているのだ。無限を有限に変えようとしているともいえる。ユア
リズソは，どんなに白いひげをたくわえ，白髪をなびかせて神さま然としているように描かれようと
も，とうていこの世の真実の神となることはできず，ニュートソはとうてい，新しい世界の展望を示
してこの世を救うことはできないのだ。
　エニサーモンは，夢のなかで滅びゆく天使たちの姿とともに眠りからさめ，天上の「水晶の邸」に
天の四方から8人の息子や娘たちを呼び集めて，夜の宴をもよおす。子どもたちのなかでただひと
り，オークだけがエニサーモンの夢のなかからこの詩のなかの現実に飛び込んでくる。やがて朝の光
が訪れると，その東のほうの空の下，フランスで革命が始まっている。オークはただちにフランスに
向かって飛んでゆき，ヨハネ黙示録に宇宙の大神として現われる猛だけしいキリストのようにフラソ
スで荒れ狂う。そのすさまじさをみた母親のエニサーモソは狼狽する。
…おそるべきオークは東の空に朝の姿をみると
エニサーモンのいる高みから飛びだした
かと思うと紅潮したフランスのブドウ畑にオークの激情の光が現われた
太陽が火のようにまっ赤に燃えた！
まっ赤な車輪に血を滴らせて荒れ狂う金色の戦車に跨って
すさまじい恐怖があたりに飛んだ
獅子たちは怒りにみちた尾を激しく打ちふるい
虎たちは獲物の上にうずくまり赤い血潮をすする
エニサーモンは苦痛と狼狽に包まれて坤き叫ぶ
　ブレイクが1793年か4年ごろのイギリスとヨーロッパの情況について，終末観的なビジョンをも
って考えたことはわかる。しかし，このハルマゲドン的な幻想が，現実の革命というものにそ．Oまま
引き写されてうけとられるとなると，そこに問題がおこる。たとえ世直しのためにやむをえない戦い
だなどといっても，流血の戦いは，ぜったいに肯定することはできない。ブレイク自身，フランス革
命というできごとを前にして，この問題に直面してひるむものをおぼえたにちがいない。彼はその気
持をエニサーモンの「苦痛と狼狽」の坤き声に託したのだ。
そのときロスがたちあがった　蛇のようにうねる雷をまとい　あたまをもたげた
そして全自然を最果ての極地まで震わせた
全部の息子たちに呼びかけて流血の戦闘に向かわせた
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　オークの父親で，エニサーモンの夫であるロスまでが息子たちを戦場にゆかせるといういまわしい
場面で『ヨーロヅパ』の詩は終わっている。
　ここまできたブレイクについては，黙示録の作者にみるのとおなじような，彼が生きた時代の現実
に対する怒りの激しさをみる思いがするだけだ。彼の怒りが幻想のなかで荒れ狂ったのだ。
　オークは，もともと太陽の象徴であり，詩的な魂，想像力の霊であるロスと，月の象徴であり，慈
愛の霊であるエニサーモン（彼女が夜の宴をもよおしたのも，ユアリズンによって隠されたものをも
ういちどこの世にとりもどすことを息子や娘たちに訴えるためだった）のあいだに生まれた子どもで
ある。オークの燃えさかる火も，悪を破壊する火であるばかりでなく，父親からうけついだ想像力の
火でもあるかもしれない。ユアリズソやニュートソが理性の霊なら，彼らと戦うオークは想像力の霊
といえるかもしれない。彼らが抑圧の霊ならオークは自由の霊だ。
　いっさいの抑圧や圧制から自由で想像力に富む個人と社会の実現こそブレイクがずっと追い求めた
ものであった。それがプレイクにとっての革命だった。革命はたんなる権力の奪取であってはならな
い。抑制や圧制そのものの否定でなければならない。そういう意味での革命の精神が，権力者たちに
よって抑えつけられた民衆のなかからなん度も甦えり，燃えあがってくるものであるということを，
ブレイクは信じていたのだ。
　歴史的現実の推移をただ平板に物語るだけでは，退屈きわまるものになってしまうことは目にみえ
ている。ブレイクにとって，歴史的現実に対して誠実に目を向け，そこでなにかをいおうとすれば，
どうしてもあのような幻想的，神話的な詩の形をとらざるをえなかったのだ。それは決して当局の目
をくらますための策略からでてきたものでもなければ，また，ブレイクの現実からの逃避の姿勢をあ
らわすものでもなかった。
（はや　けんいち）
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